
近畿農政局における環境に配慮した農産物の販路形成・消費拡大に向けた取組 ①

１．流通・小売り業者との連携・マッチング

① 平和堂で、環境こだわり農産物のトップセールスと
みどり戦略のPR（令和4年8月27日）

（平和堂×JAこうか×立命館大学×滋賀県×農政局）

③ 食品スーパー等と生産者との意見交換会(令和5年2月15日)

みどり戦略コーナー全景（左側） 大手スーパー経営者への説明

みどり戦略コーナーでの商談 セミナーでの基調講演

② フードストアソリューションズフェア（令和4年9月7～8日、

インテックス大阪、入場者14,015人）で、みどりの食料システム
戦略コーナーを設置（出展事業者数25） ④ イオンモール久御山で、みどり戦略のPR

ⅰ）令和4年9月17日～19日

オンライン参加者の様子（上段:事業者、下段:生産者）

参加事業者
第１部：イオンリテール株式会社

/イオンアグリ創造株式会社
株式会社サンプラザ
株式会社万代
株式会社坂ノ途中（卸）

第２部：株式会社オークワ
株式会社平和堂
株式会社ライフコーポレーション
株式会社ビオ・マーケット（卸）

参加生産者：51名（生産者団体を含む）

ⅱ）令和5年3月11日～12日
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２．生協との連携

① 京都生協山科新十条店で、みどり戦略のPR (令和4年7月30日)

② 生協バイヤーと生産者との意見交換会
ⅰ）大阪いずみ市民生協、わかやま市民生協（令和4年11月1日）

ⅱ）おおさかパルコープ、大阪よどがわ市民生協（令和4年11月17日)

③ ならコープと連携し、みどり戦略の学習会及び周知活動
（奈良県拠点）

３．消費者への理解の増進
① 大学での出前講座（16回）や現地研修会（２回）で、
大学生にみどり戦略をPR

② 学生おべんとうコンクール2022 ＜令和4年12月16、22日表彰式＞
～「お弁当でSDGs!」近畿の有機食材でお弁当をつくろう～

③ 食に関するWEBセミナー

（表彰式）団体の部]グランプリ
相愛大学人間発達学部 「おとぼけトリオ」
使用した有機農産物：ナス等（和歌山県産）

ⅰ）有機JAS制度における食品表示と監視（令和4年9月6日）

ⅱ）地方自治体の農産物認証制度について（令和4年12月13,20日）

[個人の部]グランプリ作品
相愛大学 大内理恵子さん
使用した有機農産物：米(兵庫県産)

学習会（令和５年２月７日） 周知活動（令和５年３月４日）



４．拠点の取り組み

② 兵庫県拠点、奈良県拠点、和歌山県拠点
食育活動の一環として、学生、小学校、PTA等に対し、みどり戦

略の説明を実施

① 管内拠点
食と農に関する地域イベント等で、来場者にみどり戦略の

パンフレット等の配布やパネル展示を実施

５．体制整備
局内に、拠点の協力のもと、生産・経営事業・消費安全の
各部員で構成される「販路形成タスクフォース」を設置
（令和４年６月１日）

兵庫県拠点「みのりの祭典」 （令和４年12月10日）京都府拠点「せいか祭り」 （令和４年11月20日）

和歌山県拠点「小学校出前授業」 （令和４年11月８日）奈良県拠点「葛城山麓ウォーク」（令和４年11月23日）

近畿農政局における環境に配慮した農産物の販路形成・消費拡大に向けた取組 ③

④ 若手チームによる「みどり戦略」の広報・周知
若手の自由な発想による消費者向けのパンフレットや
シールラリー「ろすのんの笑顔を取り戻せ」を作成

⑤ 近畿農政局ホームページでみどりの食料システム戦略に
関する近畿農政局の独自取組の紹介や関連情報を発信

消費者向けパンフレット（抜粋）

シールラリー「ろすのんの笑顔を取り戻せ」

近畿農政局みどりの食料システム戦略ホームページ→


